
 

 

【ニュースポーツ】 【農地活性化プロジェクト】 【おたのしみ会】 【ぬりえ】 

 

教室名：川南小元気っ子子ども教室 

        

  連絡先：川南町教育委員会 教育課 

   電 話：０９８３-２７-８０１９  

ＦＡＸ：０９８３-２７-１０２８  

                                              

１ 実施状況 

主な活動場所 川南町川南別館 対 象 学 校 川南町立川南小学校 

開設時間・ 

年回数等 

毎週水曜日（年３４回） 

夏休み活動（３回） 

対 象 学 年 

平均参加人数 
３年生～６年生 １３人 

【放課後子供教室の取組】 
体づくり体操(通年)、ニュースポーツ(通年)、創作活動(通年)、ふれあい(年 2 回)、農地活性
化プロジェクト(5・10 月)、ハンドメイド教室(6 月)、川南町かるた(6 月)、砂絵教室（7 月）
プラバンでストラップ(7 月)、お月見団子作り(9 月)、ペーパークラフト(9 月)、水辺の教室(9
月)、お楽しみ会(10 月)、パステルアート(10 月)、ぬりえ(11 月)、図書館へ行こう(11 月)、
浜うどん教室(11 月)、おやつ作り(12 月)、クリスマス会(12 月)、凧作り(1 月)、和太鼓教室
(1 月)、大縄跳びに挑戦(2 月) 

○地域コーディネーター（１）人 ○教育活動推進員（ ）人 ○教育活動サポーター（２）人 

 
２ 特色のある取組の紹介 
 
①「地域の人々や自然に触れ、自主性や協調性、創造性を築きます。」 

 
 
 

 
○ 活動内容 

 （平日の活動） 

・ 下校後はすぐに宿題に取り組み、時間になったら体験活動を行う。 

・ ニュースポーツでは、ラダーゲッターやリバーシ、カローリングなど、様々な活動に取り

組んだ。 

 
 

 

 

 
（休日の活動） 
・ 町内５校の元気っ子子ども教室生と元気っ子サークル生を対象に、キャンプを行った。野
外炊飯やダンボールハウス作り、ウォークラリーなどを通して、自主性や協調性を築き、交
流を図った。 

・ みやざきの民話と神話では、町内で活躍される語り部の先生にお話ししていただき、子供
たちは興味を持って耳を傾けていた。 

 
 
 
 
 
 
 

  

○ 事業を実施して（参加者等の声） 
・ 農地活性化プロジェクトでは、さつま芋の苗の植付け、収穫、おやつ作りまで、地域の
方々の協力を得て取り組めたことは大変良かった。（コーディネーター） 

・ 今年のキャンプは、雲がかかって外で天体観察はできませんでしたが、スクリーンで先
生の話を聞いてすごくおもしろかったです。（児童） 

・ お楽しみ会でホットケーキを作って食べました。おいしかったです。（児童） 

【ここがイチオシ・教室自慢！～夏休み～】 
・ 夏休みを利用し、町内５校の教室生と元気っ子サークル生との合同キャンプを

行い、交流を図った。 

・ 社会見学や物作りなどに取り組んだ。 

 

【ここがイチオシ・教室自慢！】 
・ 農地活性化プロジェクトでは、農業委員の方々の協力を得て、さつま芋の苗植

え、収穫に取り組み、そのさつま芋を食材とし、おやつ作りを行った。 


